
・茨城県下館町（現・筑西市）生まれ。

・33才の時に陶芸家になる。

・陶芸家初の文化勲章を受章。

・理想の作品作りには一切の妥協を許さな

い、厳しく真面目な作家。

・動物や植物が大好き。

・冗談を言って周りを和ませるのが得意。

・料理上手で手作り料理でもてなした。

・故郷の80才以上の人

に鳩のつえを贈った。

・戦争で家族を失った

人に観音像を贈った。

どんな人物？

【ことばの意味】
※文化勲章ー文化の発展や向上にめざましい功績
を挙げた者に授与される勲章。

【鳩杖】 【観音聖像】

いばらきけん しもだてまち げん ちくせいし う

さい とき とうげいか

とうげい か はつ ぶんか くんしょう じゅしょう

り そう さくひんづく いっさい だきょう ゆる

きび ま じ め さっか

どうぶつ しょくぶつ だい す

じょうだん い まわ なご とくい

りょうりじょうず てづく りょうり

こきょう さいいじょう ひと

はと おく

せんそう か ぞく うしな

ひと かんのんぞう おく

学校 年 名前

【ことばの意味】
※帝室ー天皇の一族。皇室
※マエストロー芸術の大家。巨匠。
※至高ーこの上なく高く、優れていること。

板谷 波山
（本名：嘉七）
いた や は ざん

か しち

じん ぶつ

な まえ ゆ らい

名前の由来

「波山」という名前は、陶芸家とし

ての名前です。本名は「嘉七」とい

います。ではなぜ、「波山」と名付

けたのでしょうか。下のクイズに

チャレンジしよう。↓

は ざん な まえ とうげいか

な まえ ほんみょう か しち

は ざん な づ

①生活が苦しく何度も「はさ

ん（破産）」しそうになっ

たから。

②ふるさとの山、筑波山から

2文字もらった。

③海(波)や山など自然が好き

だったから。

クイズ
母子島遊水地（筑西市）から望む筑波山

筑波山の文字をよく見てくださ

い。波山の名前が隠れています

ね。波山は、ふるさとの筑波山

から波と山という文字を取って

「波山」と名乗っていました。

せいかつ くる なんど

は さん

やま つくば さん

も じ

うみ なみ やま し ぜん す

教育普及キャラクター

「ケラモん」

★クイズの答えは②です。

つく ば さん も じ み

はこじまゆうすうち ちくせいし のぞ つくばさん

※

※

※

※



●２つのポイントに注目して鑑賞しましょう。

【
一
階
第
一
展
示
室
奥
】

「彩磁蕗葉文大花瓶」1911年 廣澤美術館蔵

【其の１】彫って描く美しいもよう。

「彩磁瑞花祥鳳文花瓶」 1916年 MOA美術館蔵

作品のなかには、よく見

ると模様が彫ってあるも

のがあります（薄肉彫）。

やきものの側面に彫る高

度な技です。作品の模様

をいろいろな方向から見

てみましょう。

わくの中をえん筆でなぞりましょう。

きょういくふきゅう

教育普及キャラクター

「ケラモん」

【
一
階
野
外
展
示
広
場
】

わくの中を鉛筆でなぞりましょう。

☑ ☑
こ
の
作
品
を
見
つ
け
た
ら

こ
こ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

こ
の
作
品
を
見
つ
け
た
ら

こ
こ
に
チ
ェ
ッ
ク
し
よ
う
。

※写真の作品を見つけたら□ににチェックしよう。

☑ ☑

☑☑☑

☑

釉下彩とは、釉薬の下に絵付け
をほどこす方法です。色がグラ
デーションになっている部分は陶
器の絵の具が何層か重なっており、
色を表現しています。その上に透
明な釉薬やマットな釉薬をかけ仕
上げています。

わくの中の文章を鉛筆でなぞりましょう。

きりに包まれている
ようなやわらかな色
の作品はマット釉が
かかっているよ。

三方窯のレプリカ

映画「HAZAN」
のロケセット

ちゅうもく かんしょう

ほ えが うつく

さくひん み

も よう ほ

うすにくぼり

そくめん ほ こう

ど わざ さくひん もよう

ほうこう み

その は ざん あい
しょく ぶつ い もの

【其の２】波山の愛した 植物や生き物

【これも波山のすごい技！！！】

波山は、花や生きものが大

好きでした。庭に咲く花を

熱心に写生し、作品に描き

ました。また、自宅では、

犬や猫をよく飼っていまし

た。生き生きとした植物や

生きものの模様や彫刻をよ

く観察しましょう。

は ざん はな い だい

す にわ さ はな

ねっしん しゃせい さくひん えが

じ たく

いぬ ねこ か

い い しょくぶつ

い もよう ちょうこく

かんさつ

【キャプション】上の段左から 「彩磁呉須絵三耳壺」1942年東京黎明アートルーム蔵、「彩
磁紫陽花模様花瓶」1915年個人蔵、「彩磁菊花図額皿」1911年しもだて美術館蔵
下の段左から「彩磁金魚文花瓶」1911年筑西市（神林コレクション）蔵、「ひきがえる」１８９３
年板谷波山記念館蔵、「彩磁呉須絵香炉」昭和10年代佐野市立吉澤記念美術館蔵

「彩磁百合文花瓶」 大正前期 筑西市（神林コレクション）蔵 「彩磁珍果文香炉〔火舎 北原千鹿〕1925年 廣澤美術館

ゆう か さい
ゆう やく した え つ

ぶぶん とう

ほう ほう いろ

き え ぐ なんそう かさ

いろ ひょうげん うえ とう

めい ゆうやく ゆうやく し

あ

さん ぽう がま

えい が は ざ ん

【ことばの意味】
※釉薬ー陶磁器などの表面をおおっているガラス質の
層。粘土や灰などを水に懸濁させた液体が用いられる。

※

その


